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ガス透過性フッ素樹指フィノレムを使用した簡易な高濃度炭酸ガス環境の創出と

その利用

秋田求 1，2，3、栗本聡宣1、小南祐佑2

要旨

高いガス透過性を有するフッ素樹脂 (FEP)製フィルムを利用して簡便に炭酸ガス濃度を高める方法

を提案する。 FEPフィルム (50凹厚)で作製したパック中に炭酸緩衝液を入れて封じると、フィルム

を通して炭酸ガスを供給することができる。したがって、小型容器内に FEP製フィルムパックを置くだ

けで、簡便に容器内の炭酸ガス濃度を高めることができる。培養後のイチゴ苗の順化時の発根を促進し

た例と、赤色光j照明と併用してエゾスナゴケの芽の形成を促進した例を紹介する。
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1 緒論

炭酸ガス濃度は、植物の生育や生態に大きく影響する。人工的に炭酸ガスの濃度を高め、植物の変化

を観察した研究は数多い(例えば、 Yiら(1))。高濃度炭酸ガス環境に対する反応は植物によって異な

るものの、光合成能力、窒素含量などをはじめ、様々な変化がみられることは、ここに説明するまでも

ないであろう(例えば、Hikos紘aら(2))。しかし、それを実際に観察するためには、大気中の炭酸ガス

濃度を制御する装置が特別に必要であるため、特に研究の立ち上げ時において、高濃度炭酸ガスに対す

る反応の手掛かりをとりあえず得たい場合などに、それが難しいという問題がある。それによって、対

象植物の重要な性質を見逃してきた可能性もある。くわえて、小規模で植物を利用せざるを得ない場合、

例えば、組換え株の作出作業等において、炭酸ガス高濃度化によって効率を高め、研究を加速すること

が期待できるかもしれない。

四フッ化エチレン・六フッ化プロピレン共重合体 (FEP)製フィルムはガス透過性が高く、透明でほと

んどの可視光を吸収せず、化学的に不活性で有機溶媒やオートクレープ処理に耐え、防汚性が高いなど

の優れた性質をもっ。農業用ハウスなどにも用いられ、強度も高い。これまで、田中ら伺による一連の

研究により、植物組織培養用容器として各種ガス透過性ブイノレムが有用であることは非常によく知られ

ている。我々のグループでも、液体培地を満たしたFEP製フィルムを使用してヒメツリガネゴケを培養

できることを報管しているべ繰り返し使用が可能であることも確かめている。これらは、組織培養用

容器として、材料植物を封じて無菌状態に保つためのFEP製フィルムの利用法であるが、我々のグルー

プでは、このフィルムによって作成した容器に炭酸ガスバッファーを入れると、そこから徐々に炭酸ガ

スが放出されること、これを利用すると、手軽に高濃度炭酸ガス環境を小スペース単位に創出できるこ

とを報告してきた。ここでは、その方法によって実際に炭酸ガス供給が行われることを示し、次いで、
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